
 

 

御財印めぐり 

大阪府登録文化財所有者の会 

 

 

■活動内容 

今回は、御財印のさらなる普及を目的として、北河内・北摂を中心とする未作成地域などの歴史的建造物 16 件につ

いて御財印を制作し、併せて御財印を設置する歴史的建造物の解説パンフレットを 5,000部作成した。そして、御財印

めぐりの魅力を伝える講演会も開催した。 

また、御財印を設置している歴史的建造物等を巡るまち歩き（御財印めぐり）を実施するとともに、歴史的建物の住

居（旧中西家住宅）を会場として煎茶のワークショップを開催した。 

江戸時代からの茶文化を受け継ぐ煎茶家・一茶庵宗家嫡承の佃梓央氏の指導のもと、煎茶道と文化芸術を代々大切に

してきた住居を会場とした。一杯のお茶が淹れられるのを待つ時間をいかに楽しみ、自らを高めることができるのか―

それこそが煎茶道において最も大切にされる精神である。 

かつて庄屋屋敷で行われてきた文人文化との交流に思いをはせ、空間や室玲、そして時間を味わう楽しさを次世代へ

伝えることは、文化・歴史・コミュニティの結束、さらには次世代の育成と地域の活性化にもつながるものと考えてい

る。 

 

■コンセプト・ねらい 

御財印（歴史的建造物名の黒印と、建物の特徴的な部分を表した朱印から成るもの）とは、寺社の御朱印の“建物版”

である。御財印を設置している大阪府内の登録文化財を中心とした歴史的建造物を巡り、御財印帳（集印帳）に集印す

ることをきっかけとして、歴史的建造物の文化的重要性を理解し、愛着を持ってもらうことを目的とする。 

パンフレットの作成そして講演会により、歴史的建造物の周知と魅力の発見、さらにはその重要性を身近に学ぶ機会

を創出する。集印のために現地へ赴くという主体的な行動は、所有者や地域の人々との交流を生み出すことが期待され

る。これらの取り組みを通じて、参加者および地域住民のシビックプライドの醸成を図る。 

また、御財印を頒布する歴史的建造物を会場としてユニークベニュー

事業を実施する。これらの活動を通じ、歴史的建造物の文化的重要性への

理解と愛着を深め、登録文化財等の普及啓発を進めるとともに、次世代へ

の継承および地域の活性化を目指す。 

 

■活動実績  

御財印作成  

北河内・北摂を中心とする地域 16件 

旧中西家住宅・門真市立歴史資料館・平池家住宅・四條畷市歴史民俗資料

館・交野市立教育文化会館・市立枚方宿鍵屋資料館・枚方市立旧田中家鋳

物民俗資料館・旧一津屋公会堂・旧西尾家住宅・萱野三平記念館・豊能町

立郷土資料館・野間のおおけやき・飯盛城跡・司馬遼太郎記念館・伽羅橋・

大阪府立工芸高等学校 

 

御財印しおり作成  

A5サイズ 全 24ページ 160件掲載 5,000部印刷  

R7(2025)年度 成果報告



令和 7年度 歴史を知り、文化にふれ、まちを楽しむ 

講  座「都市周縁部のまち歩きと土木遺産の魅力」講師：船越幹央氏  参加人数：35名 

まち歩き「吹田市岸部の御財印めぐりとまち歩き」講師：船越幹央氏   参加人数：6名 

ユニークベニュー「煎茶体験：集って交わす「煎茶」のたのしみ」講師：佃梓央氏  参加人数：40名  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■成果・効果  

本事業で対象とする建物は当会会員所有であることから公開への協力が得られ、さらに登録文化財であることによ

り国・府・市町村との連携体制を構築することができた。今年度は行政の協力を得ながら、民家を中心に御財印の頒布

箇所の拡充を進め、大阪府内 43市町村すべての行政に対して御財印作製の働きかけを実施した。 

令和 5年度・令和 6年度・令和 7年度に芳泉文化財団地域文化活性化助成金を継続して受けたことにより、本事業へ

の社会的信頼と期待が大きく高まり、助成に依存せず自己負担により御財印を作成する施設も現れた。その結果、御財

印頒布箇所は着実に増加し、今年度末時点で合計 160か所に到達した。これは府内各地を巡る周遊性の向上と、地域文

化資源の活用促進に大きく寄与している。さらに、他団体主催（当会協力）による御財印めぐりをテーマとしたまち歩

きやパネル展示が複数実施されるなど、事業の波及効果が広がり、「御財印めぐり」の認知度は着実に向上している。 

船越幹央氏による講座と、御財印を集めながらの吹田市岸部でのまち歩きでは、御財印めぐりの魅力の発信に加え、

地域の文化・歴史・地形への理解を深める学習機会を創出した。ユニークベニュー事業として実施した旧中西家住宅で

の煎茶体験では、一茶庵宗家嫡承・佃梓央氏により文人文化と煎茶を学び、世代を超えた参加者が歴史的建造物の空間

で交流し、文化体験を通じて建物の歴史と価値を実感する機会となった。館長およびボランティアガイドによる解説を

通じ、歴史的建造物の維持・保存・活用の現状と課題への理解が深まり、参加者の関心を喚起した。実施後の反応とし

て「他の場所でも御財印を集めたい」との声が多数寄せられ、新規参加の動機形成にもつながっている。 

本事業は、頒布箇所数の拡大（160か所）、全市町村への働きかけ（43市町村）、関連イベントの派生実施など、量

的・質的双方において継続的な成果と波及効果を創出した。 

  



■今後の展開 

今年度は多数の御財印を新たに作成し、大阪府内全域において多様なテーマで御財印を求めて「めぐる」環境が整っ

た。すでに「古民家御財印めぐり」「岡町の御財印めぐり」「大阪府立 3 博物館御財印めぐり」「吹田市岸部の御財印め

ぐり」など、テーマ性を持つ企画や、地域内・地域間を横断する周遊企画が生まれている。今後も御財印の頒布箇所を

さらに拡充し、府内各地を結ぶ周遊型の文化資源ネットワークとして発展させていく。 

御財印帳への集印という仕組みにより、個人・家族・グループが楽しみながら大阪のまちを巡る機会を創出し、その

過程で地域の歴史的建造物の存在や歴史的背景を知る学習機会の継続的な提供を目指す。これにより、登録文化財への

理解を深め、文化財のサポーターとなる市民の裾野を広げていくことを期待している。 

また、歴史的建造物を活用したユニークベニュー事業としてワークショップや体験型プログラムを継続的に実施し、

次世代が歴史と文化に触れながら保存・活用の重要性を実感できる機会を創出する。これらの取組を通じて、文化財の

保存と活用を支える持続的な地域循環の形成を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大阪府立工芸高等学校では授業の一環として、生徒たちにより「御財印」を作成 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


